
お詫びと訂正 

弊社刊行の『新・基本保育シリーズ⑧ 保育の心理学』（初版）の本文中、以下の箇所に誤りがございました。
お詫びして、訂正させていただきます。（2024 年 4 月 22 日更新） 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 
65頁 上から 7行目 ２日目や２週間 生後２日目や２週目 2022/4/10 更新 
65頁 上から９行目 母親のにおいの脱脂綿に 母親のにおいのする脱脂綿

に 
76頁 上から 9~10 行目 再開時には 再会時には 
99頁 上から４行目 「シェマ（Shema）」と呼ん

だ。 
「シェマ（schéma）」と呼
んだ。 

2024/4/22 更新 

106 頁 上から 15 行目 多く情報のなかで 多くの情報のなかで 2022/4/10 更新 
110 頁 本文下から 1行目 課題を馴化・脱馴化法を用

いて検討した 
課題を用いて検討した 

110 頁 図 10-1 タイトル 「1+1=2 もしくは 2」の実
験の様子 

「1+1=２もしくは１」の実
験の様子 

2020/2/13 更新 

110 頁 図 10-1 下列イラ
ストのキャプション
（左から） 

予測可能な結果 
人形が２つ 
予測不可能な結果 
人形が１つ 

起こりうる結果 
人形が２つ現われる 
起こりえない結果 
人形が１つ現われる 

2022/4/10 更新 

111 頁 本文 4～6 行目 舞台上に２体の人形があれ
ば予測可能な結果となって
脱馴化が起こらず、逆に１
体しか人形がなければ予測
不可能な結果となって脱馴
化し、舞台を長く見ること
になる。 

舞台上に２体の人形があれ
ば起こりうる結果となる。
１体しか人形がなければ起
こりえない結果となり、舞
台を長く見ることになる。 

111 頁 本文 下から 6～5
行目 

数のスキーマ（ counting 
schema） 

計数のスキーマ（counting 
schema） 

2020/2/13 更新 

本文、下から 3 行目 数のスキーマは、 計数のスキーマは、 
図 10-2 タイトル 
 

数のスキーマと量のスキー
マ 

計数のスキーマと量のスキ
ーマ 

図 10-2 左図のキ
ャプション 

数のスキーマ 計数のスキーマ 

112 頁 上から９行目 これは数のスキーマと これは計数のスキーマと 

113 頁 
 

図 10-4 タイトル 位相空間の段階の幼児の模
写の例 

位相的空間の段階の幼児の
模写の例 

114 頁 
 

上から 13 行目 ①糸状段階：「いち に さ
んし･･･」 

①糸状段階：「いち に さ
ん し･･･」 
（「さん」と「し」の間を一



 
 
 
 

文字あける） 

119 頁 下から５行目 （第 13講 Step1 参照） （第 13講参照） 2020/2/13 更新 

120 頁 引用文献の下から３
個目 

Wynn, K., ‘Children’s 
acquisition of the number 
words and the counting 
system’, Cognitive psychology, 
24, pp.220-251, 1992. 

Wynn, K., ‘Addition and 
subtraction by human 
infants’, Nature, 358, pp.749-
750, 1992. 

164 頁 事例 14-4 末行 N ちゃんと一緒 N ちゃんと一緒に 2022/4/10 更新 

181 頁 
 

索引「あ～お」下か
ら 10 個目 

SEL･･･････････83 
 

（削除） 2020/2/13 更新 


